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図書館ラーニング・アシスタント（LA）制度の開始について
 1  LA制度概要 
Waseda Vision 150が掲げる「対話型、問題発見・解決
型教育への移行」を支える施設として、中央図書館には
学習コーナーをはじめとしたグループ学習エリア、所沢
図書館には2017年度より新たにラーニング・コモンズを
設けているが、これらの施設における人的支援の充実が
課題となっていた。2017年度から、大学により「自学自
修TA（LA）制度」が整備されたことを契機に、中央図書
館と所沢図書館に大学院学生の図書館ラーニング・アシ
スタント（以下、図書館LA）を配置し、主に学部学生を
対象とした学習支援を担うLAデスクのサービスを開始
し、人的支援の拡充を図ることにした。
2017年度春学期より、中央図書館で4名、所沢図書館
で6名の大学院学生を、図書館LAとして採用した。学部
学生に対する自学自修支援を主な業務とし、具体的には
図書館利用・図書館を活用した学習に関するアドバイス、
学術情報の探索に関するアドバイスを行っている。中央
図書館は2階学習コーナー、所沢図書館はラーニング・コ
モンズにLAデスクを新設し、図書館LAが常駐する形で
利用者に対応している。
 2  中央図書館LA 
（1）中央図書館LAデスク
中央図書館2階学習コーナーに、第1図で示したような
形で中央図書館LAデスクを配置した。中央図書館のほ
かに、ラーニング・コモンズを意図して設けられた3号館
や7号館のW Space、図書館と同様にLAによる支援が受
けられる3号館ライティング・センターに第2図に示した
ポスターを掲示したり、3号館や7号館のデジタルサイ
ネージに図書館LAの紹介やシフト表を掲出したりする
ことで、LAデスクの周知を図った。
（2）中央図書館LAデスクのサービス
中央図書館LAデスクは、1）施設・利用方法の案内、2）
図書館資料の探し方、3）レポートや卒論などの学習相談、
以上3点のサービスを提供している。LAデスクのサービ
スの原則は課題等への直接の答えを示さないこととし、
その範囲内で質問者の悩みや学習に一定の方針や考え方
の道筋を示すことができるような対応を行っている。図
書館LAには、こういった自学自修支援の遂行に必要な
図書館および学術情報検索に関する研修を受講させ、具
体的な対応を想定した演習を随時行っている。
LAデスクは、特に図書館職員が常駐するレファレン
スカウンターとサービス内容が一部重複しているが、他
のデスクとあえてサービスを明確に切り分けないこと
で、利用者がどこに質問をしても適切なサービスに導か
れることを狙っている。例えば、2）図書館資料の探し方
に関する質問は、LAデスクでも基本的な図書館所蔵資
料の検索や案内であれば対応するが、専門的な調査が必
要であればレファレンスカウンターへと案内する。3）レ
ポートや卒論などの学習相談は、LAデスクは「図書館資
料に関係しない学習相談も受け付ける」という点におい
て、むしろ従来のレファレンスサービスを補う位置付け
となる。加えて、学部学生にとって先輩にあたる大学院
学生が座るLAデスクには、気軽なよろず相談窓口とし
て、図書館に質問をすることの敷居を下げる役割が期待
される。
（3）中央図書館LAデスク 2017年度の運用実績
2017年度の運用実績については、第1表で資格別に、
第2表で質問内容別に質問件数を示した。質問の傾向の第1図　中央図書館LAデスク
第2図　図書館LAポスター
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分析、LAデスクの効果や成果の考察については、『ふみ
くら』No.93にて詳細を報告しているため、別途参照され
たい1）。
 3  所沢図書館LA 
（1）所沢図書館LAデスクの目的
所沢図書館では、人間科学部・スポーツ科学部生の学
修成果向上を最大目的としてLAデスクを設置した。一
方で、本学や両学部のディプロマポリシーに則った学生
を輩出する一助となるように機能すること、LA自身が
相談業務を多く経験することにより、教員・研究者を目
指す良い機会となることも目的とした。具体的には、所
沢図書館内で学生が集中するエリアにLAデスクを設け、
主に学部学生に対して以下の学習支援を担っている。
1）図書館資料を活用した学習に関するアドバイス。2）履
修科目の課題解決に向けてのアドバイスや手法教示。
3）卒業研究等への助言、手法教示、経験者としてのアド
バイス。4）ゼミ選択や大学院進学時の履修科目や進路相
談等。5）自学自修支援に付随した事務補助業務。
（2）所沢図書館LAデスク 2017年度の運用実績
2017年度春学期は6名、秋学期は8名を採用した。内訳
は、人間科学研究科の大学院学生5名、スポーツ科学研
究科の大学院学生1名である。月曜日から金曜日の1限か
ら4限の20コマ中、春学期は16コマ、秋学期は17コマに
おいて、LAデスクに常駐した。常駐にあたっては、臨
床心理学、社会心理学、バイオメカニクスなど、大学院
学生の具体的な専攻分野をコマ割り表に記載した。
2017年度の運用から、以下の効果が認められた。
・ 当初、LA自身の専門や研究分野を強調し、学習専門相
談をメインに受け付ける構想であったが、実際には近
しい年齢の大学院生によるよろず学習相談への対応が
主となった。主な相談では「卒研について」「大学院への
進学」「学部専門ゼミの選択」「アンケート調査方法」が目
立った。
・ 2017年度春に新設されたラーニング・コモンズ内にデス
クを設置したことにより、学習相談の光景が図書館利
用者全般に行き渡り、学習者相互のピア効果が期待で
きた。
・ LA自身には、教育指導者としての訓練と研鑽の機会を
もたらした。
2018年度は、以下の運用を計画している。
・ 2018年度も平日を中心に編成する。経験者が多数とな
るので、LA自身による利活用提案や運営面でのアイ
ディアを募る。
・ 所沢キャンパスの学生がLAデスクをより利用し易い環
境を整える。
・ 今年度の相談を事例として可視化し、図書館利用者へ
周知する。また、利用促進のため、Twitter等のSNSに
よる広報を強化する。
・ ライティング・センターとの連携を模索する。ライティ
ング・センターは週2回、LAデスクに近接したブースで
ライティングセッションを展開しており、論文作成指
導やレポートの課題設定、卒研テーマの選択等の相談
で重複する部分がある。
1）……稲葉直也.…早稲田大学図書館におけるスチューデン
ト・ジョブ創出の取り組み：図書館ラーニング・アシス
タント（図書館LA）設置とその効果.…ふみくら.…2017，…
No.…93，…p.…4-6.…
　http://hdl.handle.net/2065/00056734
■■ 第1表　中央図書館LAデスク■資格別質問件数
質問者の資格
2017春学期 2017秋学期
回答数 比率 回答数 比率
学部学生 67 36.8% 24 22.9%
大学院学生 13 7.1% 3 2.9%
校友 4 2.2% 2 1.9%
その他 8 4.4% 3 2.9%
不明・聞けなかった 90 49.5% 73 69.5%
総計 182 100.0% 105 100.0%
■■ 第2表　中央図書館LAデスク■質問内容別質問件数
質問者の資格
2017春学期 2017秋学期
回答数 比率 回答数 比率
図書館利用サポート 110 60.4% 64 61.0%
文献検索サポート 35 19.2% 17 16.2%
ITサポート 14 7.7% 8 7.6%
分野別学習相談 14 7.7% 7 6.7%
他サービスへの誘導 4 2.2% 4 3.8%
その他 5 2.7% 5 4.8%
総計 182 100.0% 105 100.0%
第3図　所沢図書館LAデスク
